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2025 年 2 月 18 日 

木材を有効活用し、持続可能なものづくりに挑戦 

未利用材を鍵盤に活用した電子ピアノ 

TORCH『T01』を 20台限定発売 

2月 18日から抽選申し込み受付開始 / 代官山 蔦屋書店・ヤマハ銀座店などで展示 

 ヤマハ株式会社（以下、当社）は、クラリネットなどの木管楽器に使用される希少木材グラナディラ（アフリ

カン・ブラックウッド）の未利用材（注 1）を鍵盤に活用した、電子ピアノの新しいコンセプトモデル、TORCH

『T01』(トーチ ティーゼロワン)を国内にて 20 台限定で抽選販売します。 

当社は、木材をはじめとする自然素材を製品に用いてお

り、楽器製造に欠かせない希少木材を未来に向けて守り、

サステナブルな森をつくる「おとの森」（注 2）活動に取り

組んでいます。その活動の中で木材を有効活用する技術を

探り、同時に持続可能なものづくりに挑戦するプロジェク

トを発足。未利用材を楽器の素材に用いたプロトタイプの

制作や、その企画展示「楽器の木」展（注 3）を開催し、木

材の新しい価値を引き出す製品開発に取り組んでいます。 

このような活動から誕生した木のぬくもりを感じられる電子ピアノが TORCH『T01』です。鍵盤には、クラリ

ネットやオーボエなどの木管楽器の材料に欠かせない希少木材グラナディラ（注 4）の未利用材を使用していま

す。粉砕したグラナディラを高比率で含む鍵盤は、木材の色味を生かした黒色で、時間を経るごとに変化が生ま

れます。 

外装では、環境負荷の軽減に配慮して通常使用しているポリ塩化ビニルシートの使用を控え、木材の特長や質

感を生かすため、天然オイルによる手仕上げや当社独自のレーザー技術による加工を行いました。また、椅子の

座面にはヒノキを含む素材を使用しています。 

本製品のブランド名「TORCH」は「たいまつ」を意味します。音・音楽を愛する人たちに楽器とともに過ごす

時間のあたたかさを愉しんでいただきたい、楽器や音楽文化の灯（ともしび）となり未来を明るく照らしていき

たい、という想いを込めて命名しました。今回の製品開発により得られた知見や技術は、次世代の楽器づくりに

も応用し、新しい価値を創造していきます。 

TORCH ブランドサイト：https://www.yamaha.com/ja/stories/environment/otonomori/torch_t01/ 

 

＜概要＞ 

１．グラナディラの未利用材を活用した黒い鍵盤 

２．木の触感やあたたかみを感じられる手仕上げの外装 

３． 演奏やお手入れにより味わい深くなる経年変化 

４．最高峰のグランドピアノ音色と本格的な弾き心地 

品名 品番 希望小売価格 販売台数 抽選申込受付 

ヤマハ 電子ピアノ 

TORCH 
T01 

990,000 円 

（税込） 
20 台 

2 月 18 日 15:00～ 

3 月 31 日 23:59 
（当選発表は 4月中旬を予定） 

※抽選の上、ヤマハミュージック直営店のみでの販売となります。 

 

 ■ 一般の方のお問い合わせ先： 

株式会社ヤマハミュージックジャパン 電子ピアノ・キーボードご相談窓口 Tel. 0120−139−808 

携帯電話、IP 電話からは 050-3852-4079（有料） 

 携帯電話、IP 電話からは 050-3852-4079（有料）  

 

 携帯電話、IP 電話からは 050-3852-4079（有料）  
 

 

 

https://www.yamaha.com/
https://www-yamaha-com.dev.wolken.service.infosys.yamaha.com/ja/stories/environment/otonomori/torch_t01/
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＜主な特長＞ 

１．グラナディラの未利用材を活用した黒い鍵盤 

クラリネットやオーボエなどに使用するグラナディラの木材のうち、楽

器づくりに適する部分はわずかであるため、使用する部分の選別が行わ

れます。そこで発生する未利用材を「木質流動成形技術」（注 5）で成

形し、鍵盤に採用しました。木材と樹脂の複合素材を使用しており、グ

ラナディラを 70％の高比率で含むことで、木のぬくもりを感じられる手

触りを実現。また、鍵盤に含まれるグラナディラの吸湿性により指が滑

りにくく快適な弾き心地を楽しめます。 

 

２．木の触感やあたたかみを感じられる手仕上げの外装 

木質ボードを用いた楽器本体の外装には、通常使用するポリ塩化ビニル

シートを用いず、天然由来のオイルを人の手で直接塗布し、木の触感やあ

たたかみが感じられる仕上げを行いました。 楽器本体や椅子の側面には、

グラナディラの樹皮の模様を表現しており、自動車用内装部品を手掛ける

当社グループ会社と連携し、高級車内装用のレーザー加工技術を用いて描

いています。椅子の座面には、通常使用するポリ塩化ビニルシートの代替

として、ヒノキを含む材料を使用。楽器本体や椅子の木口も手になじむよ

う人の手で仕上げています。音量調整用のつまみはグラナディラの未利用

材を削り出しており、細部に至るまで木の質感を生かしています。 

 

３．演奏やお手入れにより味わい深くなる経年変化 

鍵盤は、弾き込みの具合に応じて色が変化していきます。楽器本体に用い

た木質ボードは、設置する場所の温度などの環境によって色が変化し、木

部用ワックスによるつや出しが可能です。ご使用いただくほど味わい深く

なる風合いをお愉しみいただけます。 

 

４．最高峰のグランドピアノ音色と本格的な弾き心地  

ピアノの音色は、ヤマハの最高峰コンサートグランドピアノ「CFX」や、

ウィーンのピアノブランドであるベーゼンドルファー社のフラッグシッ

プモデル「インペリアル」を搭載。鍵盤は、「グランドタッチ-エス™鍵盤」

の機構を使用。グランドピアノのような広いダイナミックレンジを実現

し、タッチに応じて多彩に変化させるだけでなく、繊細な音色から雄大な

音色まで、さまざまな音色を自在に奏でることができます。木材を含んだ

鍵盤や外装から伝わって響くあたたかな音色をお楽しみいただけます。  

 

＜製品仕様＞ 

製品サイト：https://jp.yamaha.com/products/musical_instruments/pianos/torch/t01/index.html 

 

＜製品展示・抽選販売について＞ 

TORCH『T01』は、2 月 19 日から順次当社の直営店などで展示します。抽選申し込み受付はキャンペーンサイ

トで 2 月 18 日 15 時から開始します。詳細は、下記サイトをご確認ください。 

抽選販売のご案内: https://jp.yamaha.com/news_events/2025/pianos/t01_lottery_sales.html 

https://jp.yamaha.com/products/musical_instruments/pianos/torch/t01/index.html
https://jp.yamaha.com/news_events/2025/pianos/t01_lottery_sales.html
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展示情報 

店舗 展示期間 

ヤマハ銀座店 

https://retailing.jp.yamaha.com/shop/ginza 

2025 年 2 月 19 日

～3 月 30 日 

Yamaha Sound Crossing Shibuya 

https://www.yamaha.com/ja/about/experience/yamaha-sound-crossing-shibuya/ 

ヤマハミュージック 横浜みなとみらい 

https://retailing.jp.yamaha.com/shop/yokohama-minatomirai 

ヤマハミュージック 名古屋店 

https://retailing.jp.yamaha.com/shop/nagoya 

ヤマハミュージック 大阪なんば店  

https://retailing.jp.yamaha.com/shop/osaka-namba 

代官山 蔦屋書店 

https://store.tsite.jp/daikanyama/event/music/45284-1419120124.html 

2025 年 3 月 1 日 

～31 日 

※展示店舗以外のヤマハミュージック直営店でもお問い合わせに対応します。 

 

 ＜注＞ 

１）未利用材 

楽器づくりにおいて木材を厳選し加工する過程で発生する不使用材のこと。 

２）おとの森 

楽器製造に当たり、他の材料では代替が困難な希少木材を次世代の楽器製造にも活用できるようにするための

活動です。原産地域の森林保全、木材の有効活用、地域社会の発展を包括的に盛り込んだ循環型の森林づくり

を行っています。現在、3 種の希少木材（グラナディラ、アカエゾマツ、インドローズウッド）を対象に、植

林や森林管理による資源回復の促進、資源の有効活用技術の研究開発など、国内外での活動を進めています。 

おとの森について https://www.yamaha.com/ja/stories/environment/otonomori/ 

３）「楽器の木」展 

未利用材を用いた電子ピアノやギターのプロトタイプの展示など、楽器に使用する木材や、持続的に楽器を作

り続けるための最新の研究結果をご覧いただく企画展示です。ヤマハ銀座店で 2022 年から 2024 年まで 3 期に

分けて開催しました。 

「楽器の木」展について https://www.yamaha.com/ja/stories/environment/gakkinoki/ 

４）グラナディラ（アフリカン・ブラックウッド） 

東アフリカのタンザニア、モザンビークを中心に、サブサハラ南部に広く分布しており、国際自然保護連合

（IUCN）のレッドリスト（2024）で準絶滅危惧種（Near Threatened）に分類される希少木材です。クラリネッ

トやオーボエなどの木管楽器の材料として使用され、その音響特性や特徴的な外観から木管楽器製造に欠かせ

ない存在となっています。楽器づくりにおいて実際に使用される木材は厳選され、そこで発生した未利用材の

多くは使途を変えて燃料用木材となっており、有効活用する方法を探ることが課題となっていました。 

５）木質流動成形技術 

原料木材を流動させることで、材料が持つ音響や触感などの特性を生かしたまま成形する技術。 

 

＊文中の商品名、社名等は当社や各社の商標または登録商標です。 
＊掲載情報はすべて発表日現在のものです。発表日以降に変更となる可能性もありますので予めご了承ください。 

■ 報道関係の方のお問い合わせ先 

ヤマハ株式会社 コーポレート・コミュニケーション部 担当：藤原 TEL. 050-3148-8660 

ウェブサイト https://www.yamaha.com/ja/news_release/（取材申し込みや広報資料請求が可能です） 

■ 一般の方のお問い合わせ先 

株式会社ヤマハミュージックジャパン 電子ピアノ・キーボードご相談窓口 

TEL. 0120-139-808 携帯電話、IP 電話からは 050-3852-4079（有料） 

https://retailing.jp.yamaha.com/shop/ginza
https://www.yamaha.com/ja/about/experience/yamaha-sound-crossing-shibuya/
https://retailing.jp.yamaha.com/shop/yokohama-minatomirai
https://retailing.jp.yamaha.com/shop/nagoya
https://retailing.jp.yamaha.com/shop/osaka-namba
https://store.tsite.jp/daikanyama/event/music/45284-1419120124.html
https://www.yamaha.com/ja/stories/environment/otonomori/
https://www.yamaha.com/ja/stories/environment/gakkinoki/

